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陽太くん共同募金配分金で作成しています

平成２８年 冬 発行

第１１８号

歳末たすけあい運動が12月1日からはじまりました。
また、赤い羽根共同募金運動も10月1日から行っています。
戸別募金では自治会役員の方々のご協力により、全市的に取り組んでいます。どちらの募金も
城陽市の地域福祉推進に使われます。被災地への義援金の募金にも取り組んでいます（詳細6ページ）。
みなさまのご協力よろしくお願いします。

赤い羽根共同募金街頭募金運動の様子
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「城陽手話サークル てまり」
創立30周年を迎えました

　8月25日（木）に城陽手話サークルてまりの創立30周年記
念式典・講演会が開催されました。昨年4月には「手で輪を広
げる城陽市手話言語条例」の施行や「京都府立聴覚言語障害セ
ンター」の設立もあり、手話を使われる方や聴覚障がい者の方
の活動は活気づいています。

　小さいうちから手話に慣れ親しんでもらい、手話が生活の中にあるよ
うにと、幼稚園・保育園での手話教室や小・中・高校で福祉体験学習、
市民手話教室などへ協力しています。【久津川保育園での手話教室】

※「あけまして」の部分には違う表現方法もあります。手話は、一つの単語にいくつも表現方法がある場合があります。また反対に、一つ
の手話に複数の意味がある場合もあります。

「あけまして」の部分は人差
し指を外側に向けた状態から、
手首を返して平行に上下に並
ぶようにし、元旦である１月
１日を表します。
「おめでとう」の部分は握っ
た手を上にあげながらパッと
開きます。

あけまして　　おめでとう 夫婦 家族
親指と小指を立てて、
会話をしているよう
に軽く振ります。手
話では親指が男性、
小指を女性と表すこ
とがあります。

左手を斜めにして、
伸ばした指の根元を
少し折り曲げ屋根を
作ります。その中で
夫婦と同じ手話をし
ます。

てまりは2月19日（日）の
ボランティアフェスティバ
ルでも手話歌を披露してく
れるよ。ぜひ見に来てね。

おめでとうございます

　ろうあ協会の各種行事・事業へ参加や協力をしたり、聴覚障がい者サ
ロンを開き情報交換やコミュニケーションを図ったりするなど、その
時々の要請に応じて様々な活動をしています。【料理講習会】

　手話の普及を後押しするべく、今年度は６回シリーズで要約筆記サー
クル「ダンボ」と五里五里の丘で手話・要約筆記出前講座を開催しまし
た。　【手話・要約筆記出前講座】

　メールやFAXで安否確認をしています。開始当初てまり独自の活動だった
ため、各地から注目を浴びていました。現在は利用されている方の都合でお
休みされていますが、聴覚障がい者宅にてまりニュースを届け会話もしてい
ます。【高齢者聴覚障がい者の安否確認】

30周年記念講演：山本真記子氏

主な活動内容

手話をやってみよう
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「てまり」の方にインタビュー
させていただきました！

●始めたきっかけはなんですか。
－ 市の広報で市民手話講座の記事が目に留まったことがきっかけです。学生時代興味があり手話を

してみたいなという思いはあったのですが、当時は学生生活が多忙だったので、することができ
なかったんです。それが心のどこかにあったので手話の記事に目が留まったのだと思います。現
在では子どもも大きくなり時間に余裕ができたので手話を始めてみました。

●やりがいを感じるのはどんな時ですか。
― 聴覚障がい者の方と手話で通じ合ったときですね。通じ合ったときは
「あ、通じてる」というのが分かるんです。その時はとても嬉しいです。

●今後のてまりについて展望はありますか
－ 話し合いの時など、ついつい口ばかりになってしまいます。せっかく

の手話サークルなので、手話が飛び交うサークルにしていきたいです。
また、今関わっている聴覚障がいの方が数名いるのですが、城陽市に
はまだ聴覚障がいの方はいるので、そういう方たちとも交流できたら
なと思います。

興味を持たれた方は、市社協（56-0909）へぜひご連絡ください。

第26回城陽福祉ふれあいまつりの報告
　11月13日（日）に文化パルク城陽で「第26回城陽福祉ふれあいまつり」を行いました。今年は快晴に恵まれ大勢
の方が来場され、大変にぎやかなものになりました。
　水上ステージでは「清心保育園」の元気いっぱいなピアニカ奏からはじまり、「めだか」や「てまり」の手話歌、

「難聴者協会」と「ダンボ」の団体紹介、「城陽高校体操部」のダンス・チアリーディング、「京都楽遊太鼓会 
砂鼓夢」の和太鼓演奏など、様々なパフォーマンスが行われました。
　また、屋内外の会場では福祉関係団体やボランティア団体のバザーや食品販売、
ヘルスチェック、施設の授産製品の販売、熊本・東北物産展、ヨーヨーつりやプ
ラレールなど、幅広い年代の方が楽しめる催しが行われ、来場された方々は楽し
みながら福祉活動と触れあえたのではないでしょうか。
　地域のつながりが重要視される中、参加者が交流を深め、福祉活動の大切さを
再考する場となりました。

てまりの定例会
定例会：毎月第1・3・4木曜日
勉強会：毎月第2木曜日
場　所：福祉センター
時　間：13：30～
　　　　15：30
会　費：月額200円

お昼の時間はちょっと… という方は
「城陽手話サークルめだか」に参加してみませんか

定例会：毎週木曜日
場　所：福祉センター
時　間：19：00～20：30
会　費：月額200円
入会費：500円

インタビューに答えてくださった
加藤会長（前列）、中川さん（後列左）、

栗山さん（後列中央）、宮川さん（後列右）

てまりの４ステップ方式 初めてだから不安… という方でも安心！

❶てんてんてまり…自己紹介やあいさつを中心に学習します。
❷こ　て　ま　り…単語や短文・指文字を中心に学習します。
❸て　　ま　　り…上記のものに加え会話ができるよう学習します。
❹ジ　ャ　ン　プ…手話の読み取りを中心に実践的な学習をします。

てまりの定例会
昼

お昼の時間はちょっと… という方は
夜

19：00～20：30
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参加ボランティア団体
車いす介助 車いす介助グループ「杉の子会」

点字 城陽点字サークル「たんぽぽ」

要約筆記 城陽要約筆記サークル「ダンボ」

手話 城陽手話サークル「てまり」

手話 城陽手話サークル「めだか」

介護支援 介護支援サークル「やわらぎ」

傾聴 傾聴ボランティア「コスモス」

朗読 朗読ボランティア「陽声」

困りごとのお手伝い メンズボランティア「手助け隊」

読み聞かせ等 城陽おはなしサークル

ボランティア間の連携等 城陽ボランティア連絡協議会

地域支えあいフォーラム参加者募集
　超高齢社会を迎えた日本。介護保険制度も変わっていく中で、改めて注目されているのが地
域における支えあいの仕組みづくりです。
　昔ながらの助けあいとつながりづくりを再度見直し「古くて新しい支えあい」のあり方につ
いてみなさんとともに考えます。

日時：平成29年1月31日（火）13:30～15:30

場所：城陽市立福祉センター1階ホール

内容：講演「地域の支えあい活動を広げるために」
（講師：公益財団法人 さわやか福祉財団）
その他生活支援事業紹介等もします。

定　　員：100名（参加費無料、要申込）
対　　象：城陽市での支えあい・助けあいの活動に関心のある人・団体・機関　他
申込締切：平成29年1月24日（火）※定員になり次第受付を終了させていただきます。
申 込 先：城陽市社会福祉協議会　☎56-0909

　現在、城陽市社協に登録されている福祉ボランティアは10団体あり、平成24年度から毎年１度ボラ
ンティアフェスティバルを開催しています。市民のみなさまに、市内で活動している福祉ボランティア
グループの活動を知っていただき、身近に感じてもらえるよう、ボランティアグループの活動体験ブー
スやパネル展示、キッズコーナーなど、楽しいイベントを企画していますので、ぜひお越しください。

日　時：平成29年２月19日（日）
　　　　13：00～16：00
場　所：城陽市立福祉センター
内　容：★舞台発表

★福祉体験コーナー
★子どもコーナー
　 絵本の読み聞かせ など
★各サークル紹介コーナー
★福祉機器の展示

参加費：無料
申　込：不要
問合せ：城陽市社会福祉協議会（TEL：56-0909）
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ボ ラ フェ ス でボランティア体験してみませんか?

体験コーナーに参加したら素敵なプレゼントがもらえます!
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陽幸苑が開苑20周年になります　　　
　陽幸苑は平成８年度に開苑し、今年度で20周年を迎えます。「お風呂よし・まつり良し・ふれあい良
し」をキャッチフレーズに、楽しく生き生きと安心してくつろげるいこいの場所です。お風呂（100円/日）
や季節のイベント、サークル活動（一例：フラダンス・大正琴・カラオケ 他16サークル）があり、地域でも
活躍されています。利用の対象は市内に在住されている満60歳以上の方です。詳しくは、陽幸苑事務局
にお問い合わせください。みなさまのご利用をお待ちしています。
場所：城陽市寺田乾出北55番地　TEL：53-9393
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地域の福祉発展に尽力・協力いただきありがとうございます。
おめでとうございます。陽太くん
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「あの人の幸せを 私の幸せに」を基本理念に、地域福祉の向上を願って
城陽市社会福祉大会を開催します。

社会福祉に貢献された方々の表彰並びに感謝状の贈呈や、
住民同士の思いやりをテーマにした、笑いあり涙ありの

時代劇を行います。みなさまのご来場をお待ちしております。

平成29年2月25日（土）13：00～15：45
文化パルク城陽 ふれあいホール

問合せ先：城陽市社会福祉協議会
　　　　　（0774-56-0909）

申込
不要

参加費
無料

表彰式典 （13:00～）第1部

第11回児童・生徒の福祉作文コンクール
表彰・発表 （13:45～）第2部

公演「毛虫火事異聞 奈良街道に
　　  紙風船は散った」 （14:15～）

　　　 出演：劇団【福祉座】
第3部

第３８回城陽市社会福祉大会
※共同募金配分事業

城陽市共同募金会で募集中の義援金 
〇平成28年熊本地震義援金（平成28年4月22日～平成29年3月31日）

平成28年4月16日～11月30日現在の義援金合計額：2,765,087円

〇岩手県台風10号大雨等災害義援金（平成28年9月5日～平成29年3月31日）

〇平成28年鳥取県中部地震災害義援金（平成28年10月25日～平成29年3月31日）

　城陽市共同募金会では、上記義援金を福祉センター1階の窓口で受付けています。
　ご寄付いただいた義援金は、被災都道県、中央共同募金会、日本赤十字社などの義
援金受付団体を構成メンバーとする「義援金配分割合決定委員会」の決定に基づき、
その全額を被災された方々の生活再建のためにお届けしています。
　ご協力をお願いいたします。

城陽市社会福祉協議会が行う事業のためにご寄付をいただいた方・団体を紹介します。
（平成28年9月1日～平成28年11月30日現在）【敬称略】 

○西岡規雄 寄付品 ソファ 
○匿　　名 寄付品 碁盤・碁石 
○㈱愛媛工務店 寄付金 5,000円 

　寄付品は老人福祉センター等で、寄付金は本会の善意銀行に積み立て城陽市内で行う地域
福祉やボランティア活動の推進にて活用させていただきます。
　今後とも、ご支援・ご協力をよろしくお願いします。

本会へのご寄付ありがとうございました！

城陽市在住の中村俊雄さん（熊蔵親分役）、
奥田治子さん（おきよ役）が登場します。

中村俊雄さん 奥田治子さん


